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「大学教員準備講座2016」�
間もなく開講し

ます！�

大学教員になるために必要な知識と技能の獲得をめざし、多面的に大学教員の職務

を検討していく3日間集中プログラムです。受講生の今後のキャリア設計・開発に

資するよう、グループワーク等を適宜織り込んで実践的に進めていきます。関心の

ある大学院生・ポスドク等のみなさまの参加をお待ちしています。�

【受講の方法】�

①単位を修得したい場合→所属する研究科にて履修登録を行う�

②単位不要の場合→高等教育研究センターに申し込む�

�

【お問い合わせ】�

高等教育研究センター (E-mail: info@cshe.nagoya-u.ac.jp, 内線5696)まで�

[日 時 ] 2016年8月1日 (月 )～8月3日 (水 ) 各日9:00-18:00 �

[場 所 ] 東山キャンパス文系総合館5階 アクティブラーニングスタジオ�

[講 師 ] 夏目達也・丸山和昭・齋藤芳子�

[教 材 ]『大学教員準備講座』(玉川大学出版部 , 2010)�

[対 象 ] 本学所属の大学院学生・ポスドク等�

　
現
在
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
や

日
本
人
学
生
の
海
外
大
学
へ
の
派

遣
に
国
は
積
極
的
で
す
。
急
速
に

進
む
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
と

し
て
、
留
学
促
進
の
必
要
性
は
自

明
の
こ
と
に
み
え
ま
す
が
、
本
当

に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。
仮
に
必
要

と
し
て
も
、
実
現
の
た
め
の
方
策

や
条
件
整
備
等
は
十
分
な
の
で
し

ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
留
学
生
を

め
ぐ
る
最
近
の
動
向
や
そ
こ
に
お

け
る
問
題
点
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。�

�

政
府
は
留
学
生
受
け
入
れ
に�積

極
的�

　
高
等
教
育
機
関
に
在
籍
す
る
留

学
生
数
は
、
2
0
0
0
年
6
万

4
千
人
か
ら
2
0
1
5
年
１５
万

2
千
人
へ
と
１５
年
間
で
２.３
倍
増
に

な
っ
て
い
ま
す
（
日
本
学
生
支
援

機
構
調
べ
）。
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ

ス
等
と
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
少
な

い
も
の
の
、
日
本
も
世
界
１０
位
以

内
に
位
置
し
て
い
ま
す
。�

　
各
国
が
留
学
生
受
け
入
れ
に
積

極
的
な
理
由
は
多
様
で
す
。
近
年

は
相
互
理
解
・
国
際
協
調
よ
り
も
、

む
し
ろ
社
会
・
経
済
に
貢
献
す
る

優
秀
人
材
の
獲
得
、
高
等
教
育
機

関
の
学
生
確
保
の
観
点
が
鮮
明
に

な
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
人
材
獲

得
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
、
国

際
的
な
場
面
で
活
躍
で
き
る
人
材

は
国
の
成
長
に
不
可
欠
と
考
え
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
優
秀
人
材

を
め
ぐ
る
競
争
は
国
際
的
規
模
で

展
開
さ
れ
か
つ
激
烈
に
な
っ
て
い

ま
す
。
日
本
も
競
争
に
巻
き
込
ま

れ
て
お
り
、
優
位
に
立
つ
べ
く
、

政
府
は
留
学
生
受
け
入
れ
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。�

�

留
学
生
受
け
入
れ
策
の
根
拠
は�確

か
か�

　
留
学
生
受
け
入
れ
を
め
ぐ
っ
て

問
わ
れ
る
べ
き
は
、
政
府
の
施
策

が
中
長
期
的
な
展
望
を
も
っ
て
実

施
さ
れ
て
い
る
か
で
す
。
全
体
の

留
学
生
数
を
ど
の
程
度
に
設
定
す

る
か
、
学
士
課
程
・
大
学
院
別
の

人
数
割
合
を
ど
う
す
る
か
、
ど
の

地
域
・
国
か
ら
の
受
け
入
れ
を
重

視
す
る
か
、
留
学
生
の
卒
業
・
修

了
後
に
日
本
で
の
就
職
・
居
住
を

積
極
的
に
勧
め
る
の
か
等
の
検
討

が
必
要
で
す
。�

　
こ
れ
ま
で
の
状
況
か
ら
は
、
政

府
が
十
分
な
見
通
し
の
下
で
政
策

を
遂
行
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
関
連
の
有
識
者
会

議
は
多
く
設
置
さ
れ
て
お
り
、
公
式
・

非
公
式
を
含
め
れ
ば
議
論
は
そ
れ

な
り
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
、
政
策
の
内
容
が
議
論
を
十

分
に
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
か
疑

問
視
す
る
意
見
は
あ
り
ま
す
。�

　
た
と
え
ば
、
企
業
の
就
職
選
考

開
始
日
の
変
更
を
め
ぐ
っ
て
、
海

外
留
学
中
の
日
本
人
学
生
の
間
で

不
満
と
不
安
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

開
始
日
は
政
府
主
導
で
昨
年
8
月

に
変
更
、
今
年
さ
ら
に
6
月
に
変

更
さ
れ
ま
し
た
。
留
学
か
ら
帰
国

し
て
も
就
活
に
間
に
あ
う
は
ず
が
、

再
度
の
変
更
に
よ
り
間
に
合
わ
な

く
な
り
、
留
年
覚
悟
の
学
生
も
い

ま
す
。
政
府
の
施
策
に
は
広
い
視

野
と
長
期
的
展
望
の
裏
付
け
が
あ

る
は
ず
な
の
に
、
実
際
に
は
そ
れ

が
疑
わ
し
い
こ
と
が
図
ら
ず
も
明

ら
か
に
な
っ
た
一
例
で
す
。�

　
移
民
政
策
と
の
関
連
も
重
要
で
す
。

留
学
生
受
け
入
れ
は
移
民
政
策
に

直
結
し
ま
す
が
、
移
民
受
け
入
れ

を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
か
ど
う

か
の
議
論
は
ま
だ
国
民
的
な
広
が

り
で
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
重

要
問
題
へ
の
考
察
が
不
十
分
な
ま

ま
に
、
国
際
情
勢
に
流
さ
れ
て
政

策
が
立
案
さ
れ
実
施
さ
れ
る
と
す

れ
ば
、
い
ず
れ
深
刻
な
問
題
に
直

面
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
難

民
問
題
を
め
ぐ
る
欧
州
諸
国
の
混

乱
は
対
岸
の
火
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

�

迫
ら
れ
る
大
学
側
の
対
応�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
は
、
や
む

を
得
な
い
事
情
も
あ
り
ま
す
。
政
治
・

経
済
が
短
期
間
に
変
動
し
中
長
期

的
な
予
測
が
困
難
に
な
っ
て
い
る

こ
と
、
そ
の
一
方
で
人
材
獲
得
競

争
が
激
化
し
て
お
り
迅
速
な
対
応

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
複
雑

に
絡
む
利
害
の
調
整
等
の
た
め
、

政
策
に
一
貫
性
を
保
た
せ
難
い
と

い
う
事
情
も
あ
り
ま
す
。�

　
と
す
れ
ば
、
問
わ
れ
る
べ
き
は

大
学
の
対
応
で
す
。
多
く
の
大
学
は
、

区
々
の
理
由
で
留
学
生
の
受
け
入

れ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
学

の
国
際
的
知
名
度
の
向
上
、
研
究

の
質
・
水
準
向
上
、
教
育
の
質
向
上
、

異
文
化
理
解
の
促
進
、
少
子
化
対

応
で
学
生
募
集
の
促
進
等
々
で
す
。�

　
留
学
生
受
け
入
れ
関
連
で
政
府

の
政
策
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
ま
す
が
、

受
け
入
れ
理
由
が
多
様
で
あ
る
以
上
、

す
べ
て
の
政
策
が
大
学
に
必
要
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
必
要
で

有
効
な
政
策
を
選
択
し
実
施
す
る

こ
と
が
大
学
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

国
の
施
策
だ
か
ら
す
べ
て
対
応
す

べ
き
、
留
学
生
受
け
入
れ
や
大
学

ラ
ン
キ
ン
グ
を
め
ぐ
る
競
争
へ
の

対
応
が
必
要
、
競
争
的
経
費
の
獲

得
が
大
学
運
営
に
必
要
等
々
の
理

由
は
、
一
見
も
っ
と
も
に
思
え
ま
す
。

し
か
し
、
留
学
を
め
ぐ
る
問
題
は

各
国
間
の
利
害
や
本
人
の
人
生
が

絡
ん
で
お
り
、
大
学
運
営
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
そ
れ
だ

け
に
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。�

　
大
学
は
、
ま
ず
学
内
の
教
育
関

係
諸
条
件
や
留
学
生
を
含
め
た
全

学
生
の
学
習
や
生
活
の
実
態
・
ニ

ー
ズ
等
の
デ
ー
タ
の
収
集
や
精
密

な
分
析
（
い
わ
ゆ
る
教
学
IR
）
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
国
内
外

の
大
学
と
の
比
較
等
を
通
じ
て
自

大
学
の
強
み
を
把
握
し
、
そ
れ
を

伸
長
す
べ
く
大
学
独
自
の
戦
略
を

策
定
す
る
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　（
夏
目
達
也
）�

政
府
の
積
極
的
な
留
学
生
受
け
入
れ
政
策
�

　
　
　
│
求
め
ら
れ
る
大
学
の
対
応
│
�
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読んでおきたい�
この1冊�
Great Books on University

鈴木哲也・高瀬桃子 著�
京都大学学術出版会　2015年�

　本書は、読まれる、伝わる学術書を書くための、
実践的な指南書です。特筆すべきは、学術書を書く
側の研究者ではなく、学術書を売り出す側の編集者
が著者となっている点です。学術論文の書き方に関
する書籍は数あれど、いかに幅広い読者を獲得する
かといった視点を含む、学術出版の実践を踏まえた
解説は希少です。�

　本書の特徴の第一は、これから学術書を出版しよ
うと考える研究者に向けた手引書となっているとこ
ろです。どのように読者を想定するか、章立てや見
出しはどうするか、幅広い読者にとって読みやすい
記述にはどういった工夫が必要か、出版社や印刷会
社の担当者とのやりとりから出版までのプロセスは
どうなっているのか。これらのポイントが、博士論

文と出版された書籍との比較など、豊富な実例を含
みながら解説されています。�
　もう一つ、本書が特徴的なのは、電子化時代への
危機意識に基づいて書かれている点です。学術情報
がインターネット上にあふれる一方で、そのほとん
どが読者を得ていない現代の状況を、著者は「Publish 
and Perish（出版しても救われない）」時代の到来
と表現しています。このような時代において学術書は、
いかに幅広い読者を得ることができるのか。自分の
専門分野の人間だけでなく、「二回り外，三回り外
の専門家に向けた本」を書いて欲しいとの本書のメ
ッセージは、知的生産に携わる研究者、大学教員の
多くに当てはまる指針ではないでしょうか。�

（丸山和昭）�

パフォーマンス評価�

　パフォーマンス評価とは、「ある特定の文脈のもとで、さ

まざまな知識や技能を用いながら行われる、学習者自身の

作品や実演（パフォーマンス）を直接に評価する方法」で

す（松下 2012）。パフォーマンス評価では、「現実的な状

況で、さまざまな知識や技能を総合して使いこなすことを

求めるような課題」であるパフォーマンス課題を用います。

たとえば、自動車運転の路上試験はパフォーマンス課題に

相当します。�

　大学教育では、医療職や教員を養成する分野で実技の評

価として取り入れられてきました。また、多くの授業で行

われているレポート、論文、口頭発表による評価もパフォー

マンス評価に含まれます。パフォーマンス評価は、単に知

識を獲得したか否かではなく、思考力・判断力・表現力を

どの程度獲得できたかを評価する方法の1つです。�

　一方で、評価の基準が個々の教員の主観にゆだねられや

すいという問題も指摘されてきました。その解決方法の 1

つとして提案されたものが、ルーブリック（2013 年冬号

の本欄を参照）を用いた評価です。複数の評価者の間で評

価の一貫性を確保するための道具として、近年ルーブリッ

クを用いた評価は多くの授業で取り入れられています。�

　評価の一貫性を確保するもう 1つの取り組みとして、パ

フォーマンス評価型の標準テストがあります。たとえば、

医学教育や薬学教育の分野では臨床実習前の試験として、

客観的臨床能力試験（OSCE）が行われています。受験者が、

模擬患者に対する医療面接において、所定の時間内に出さ

れた課題に取り組む試験です。また、OECDは「高等教育

における学習成果の評価（AHELO）」の取組として、経済

学と工学の 2分野でテスト開発を行いました。日本でも複

数の大学が工学分野で問題開発と試行試験に参加しました。

パフォーマンス評価型の標準テストは、卒業時における質

保証や学習成果の国際比較に活用でき、他の分野でも活用

が望まれる評価方法です。　　　　　　　　　　（中島英博）�

Higher Education Glossary
高等教育にまつわる用語集�

　
例
年
6
月
7
日
か
ら
の
2
な

い
し
3
日
間
、
中
国
で
は
全
国
大

学
統
一
入
試
が
行
わ
れ
ま
す
。�

　
1
9
5
2
年
に
確
立
さ
れ
た
全

国
大
学
統
一
入
試
は
、
文
革
期
の
十

年
間
（
1
9
6
6
〜
1
9
7
6
年
）

に
一
時
廃
止
さ
れ
た
も
の
の
、
文
革

終
結
直
後
の
1
9
7
7
年
に
回
復

さ
れ
て
以
降
は
継
続
し
て
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
文
革
以
降
に
限
れ
ば
、

大
学
統
一
入
試
は
今
年
４０
年
目
を
迎

え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
４０
年
、

社
会
の
急
速
な
発
展
と
、
教
育
と
く

に
高
等
学
校
と
大
学
の
急
拡
大
に
伴

っ
て
、
中
国
の
大
学
統
一
入
試
は
幾

度
も
の
改
革
を
経
て
き
ま
し
た
。�

　
背
景
の
ひ
と
つ
に
、
1
9
9
0

年
代
半
ば
な
い
し
末
頃
か
ら
の
科
学

技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
策
定

が
あ
り
ま
す
。
創
造
性
や
実
践
力
を

育
成
す
る
「
素
質
教
育
」
を
推
し
進

め
る
方
針
が
唱
え
ら
れ
、
大
学
統
一

入
試
改
革
も
高
校
ま
で
の
「
素
質
教

育
」
を
促
進
す
る
手
段
の
一
つ
と
さ

れ
ま
し
た
。
大
学
統
一
入
試
は
、
知

識
偏
重
か
ら
能
力
重
視
へ
の
道
を
辿

り
始
め
た
の
で
す
。�

　
政
府
は
試
験
の
形
式
と
内
容
を
、

1
9
9
9
年
に
従
来
の
全
国
一
律

方
式
か
ら
改
め
、
多
様
化
さ
せ
ま
し

た
。
試
験
教
科
に
選
択
部
分
が
設
定

さ
れ
た
こ
と
（
言
語
・
文
学
、
数
学
、

外
国
語
の
必
修
3
教
科
に
加
え
、

物
理
、
化
学
、
生
物
、
政
治
、
歴
史
、

地
理
の
6
教
科
お
よ
び
総
合
教
科

の
う
ち
か
ら
1
教
科
以
上
を
選
択
）、

多
く
の
省
・
自
治
区
・
直
轄
市
が
独

自
で
出
題
を
す
る
こ
と
、
一
部
の
名

門
大
学
が
自
主
学
生
募
集
を
許
可
さ

れ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。�

　
総
合
教
科
と
は
複
数
の
科
目
を
総

合
的
に
扱
う
科
目
で
す
。
こ
の
導
入

は
、
創
造
力
を
核
と
す
る
各
種
能
力

の
育
成
を
重
視
す
る
「
素
質
教
育
」

を
推
し
進
め
る
の
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
総
合

教
科
は
「
総
合
能
力
テ
ス
ト
」
と
も

言
わ
れ
、
受
験
生
の
総
合
的
な
能
力

が
測
ら
れ
ま
す
。
1
9
9
9
年
以
降
、

ほ
と
ん
ど
の
省
・
自
治
区
・
直
轄
市

は
、
試
験
教
科
を
3
教
科
＋
文
科

系
総
合
ま
た
は
理
科
系
総
合
と
し
ま

し
た
。�

　
ま
た
、
大
学
入
試
多
様
化
の
始
ま

り
と
ほ
ぼ
同
時
期
か
ら
大
学
の
学
生

定
員
拡
大
が
進
み
、
十
数
年
間
で
中

国
の
大
学
は
大
衆
化
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
9
年
制
義
務
教
育
の
普
及

に
つ
れ
て
、
高
校
教
育
も
広
く
普
及

し
て
い
き
ま
し
た
。
大
学
教
育
の
大

衆
化
と
高
校
教
育
の
普
及
が
進
展
し

た
こ
と
で
、
大
学
統
一
入
試
に
は
教

育
の
公
平
性
と
い
う
問
題
も
生
じ
て

き
ま
し
た
。
大
学
統
一
入
試
が
「
社

会
公
平
を
維
持
す
る
」
機
能
を
付
与

さ
れ
、「
入
学
機
会
の
公
平
を
促
進

す
る
」
こ
と
が
従
来
よ
り
も
強
調
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。�

　
現
在
の
中
国
の
大
学
統
一
入
試
は

矛
盾
を
抱
え
て
い
ま
す
。
も
し
「
素

質
教
育
」
の
実
施
を
促
進
し
よ
う
と

す
れ
ば
、
大
学
統
一
入
試
は
優
秀
な

人
材
を
選
抜
す
る
た
め
に
能
力
主
義

を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
し
公
平
性
を
維
持
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
そ
の
試
験
は
大
衆
主
義
的
な
も

の
と
な
り
ま
す
。
両
者
、
す
な
わ
ち

エ
リ
ー
ト
主
義
と
深
く
関
連
す
る
能

力
主
義
の
前
者
と
、
非
エ
リ
ー
ト
主

義
の
大
衆
主
義
で
あ
る
後
者
が
中
国

の
大
学
統
一
入
試
に
お
い
て
共
存
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
の

大
学
統
一
入
試
の
改
革
に
は
巧
み
な

工
夫
が
求
め
ら
れ
ま
す
。�

（
客
員
教
授
・
張
徳
偉
）��

『学術書を書く』�

Performance Assessment

中
国
に
お
け
る
大
学
入
試
改
革
の
動
向
と
課
題�
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